
                                      

                                       

 
 

                            

                                       

                                     

高月地域のようす 
（令和 6 年１０月１日現在） 

【人口】 

男   ４，５３０人 

女   ４，７４９人 

計   ９，２７９人 

【世帯数】 ３，５４４世帯 

◆発行/高月地域づくり協議会・高月まちづくりセンター 

◆事務局/高月まちづくりセンター（長浜市高月町渡岸寺 141-1/月曜・祝日・年末年始休館） 

Tel（0749）85-5204 Fax（0749）85-5744 Mail：machisen@a-takatsuki.org 
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Nen  

 

 

● 日    時 ： １１月３０日（土） 午後１時～４時頃 

● 講    師 ： 切り絵作家 早川 鉄兵 さん 

● 会    場 ： 高月まちづくりセンター ２階 研修室１ 

● 募集人数 ： ２０名 

● 参 加 費 ： 2,000円 

● 持 ち 物 ： 参加費、筆記用具、飲みもの 

● 申込方法 ： 11 月１日（金）から電話にて受付します。（☎８５－５２０４/月・祝休館） 

 

高月まちセンだより第８７号 

たかつき 

 

たかつき「地域力」第６１号 

たかつき 

 

八幡堀を訪ねて 
 

■日   時 ： １１月2３日(土) ８：００～１６：００頃 
■行   先 ： 近江八幡市街 八幡堀と八幡山 

■募集人数 ： ４５名（先着順） 

■参 加 費 ： ３，０００円（当日受付にて集めます。）※簡単な昼食を準備します。 

■集合場所 ： 高月まちづくりセンター 

■行   程 ： 近江八幡市までバスで行き、現地ボランティアガイドの案内で市街地・ 
八幡堀の散策。その後、ロープーウェーで八幡山へ上り八幡城跡の散策。 

■申込方法  １１/1（金）～ 午前９時から電話にてお申し込みください。（先着順） 
     《主催 高月地域づくり協議会・高月地区社会福祉協議会・長浜市老人クラブ連合会高月支部》 

原木シイタケ栽培教室 

 切り絵「干支シリーズ」ワークショップ 

原木シイタケは、味や香りはもちろん、成長過程も楽しむことができます。今回はシイタケ栽培の方法を学び、

植菌体験をします。植菌した原木２本は、お持ち帰りいただきます。 

 ● 日    時 ： １1 月24 日（日） 午後１時～３時頃 

● 講    師 ： 中川 仁男 さん 長浜森林マッチングセンター  

● 会    場 ： 高月まちづくりセンター   玄関スペース 

● 募集人数 ： 25名 

● 参 加 費 ： １,500円程度 

● 持 ち 物 ： 参加費、軍手、筆記用具、飲みもの 

● 申込方法 ： 11 月１日（金）から電話にて受付します。（☎８５－５２０４/月・祝休館） 

 

令和４年１２月の講座

で植菌した原木で

す。令和５年秋に収穫

できました。 

肉厚の美味しいシイ

タケでした      

来年の干支「巳（へび）」の切り絵を教えていただきます。迎春飾りとして、 

また年賀状のデザインとしても素敵に使っていただけます。 

高月まちセン講座                          参加者募集！ 

 

秋の 

健康ウォーキング 

 

令和３年度に、寅の

切り絵から始まりま

した。卯・辰・巳。今

回で４回目の講座

です。十二支、一回

りを目指します。 
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2024 年（令和 6年） １１月 1日 〔２〕 

Nen  

 

高月文化の集いに展示しています。ぜひご覧ください。 

 

９/２８ 
 

令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、「
相
続
・
遺
言
の
基
礎

知
識
」
～
家
族
が
争
わ
な
い
た
め
に
～
と
題
し
て
、

司
法
書
士
・
行
政
書
士
の
大
音
貴
司
先
生
よ
り
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

残
さ
れ
た
家
族
が
争
わ
な
い
よ
う
に
、
遺
言
書

10/16 

) 
高
月
ま
ち
セ
ン
講
座 

「
豆
腐
屋
さ
ん
の
出
張
豆
腐
教
室
」 

 

９/29 

) 
高
月
ま
ち
セ
ン
講
座 

「
相
続
・
遺
言
の
基
礎
知
識
」 

 

 
 

米
原
市
で
150
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
北
新
豆

腐
店
の
四
代
目
店
主
北
村
晋
也
さ
ん
を
講
師
に
、

豆
腐
づ
く
り
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

吸
水
さ
せ
た
大
豆
を
ミ
キ
サ
ー
で
つ
ぶ
し
、
豆

乳
と
お
か
ら
に
分
け
、
豆
乳
に
に
が
り
を
入
れ
て

豆
腐
に
。
そ
の
間
、
水
分
量
や
温
度
管
理
な
ど
繊

細
な
作
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
豆
の
風
味
が
し

っ
か
り
残
っ
た
美
味
し
い
木
綿
豆
腐
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
各
家
庭
で
手
軽
に
豆
腐
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
の
講
師
さ
ん
の
思
い
で
実
現
し
た
講

座
で
し
た
。 

  

 

夏休み 

特別号 

 去
る
９
月
28
日
に
前
期
最
後
の
子
ど
も
学

び
座
講
座
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ア
ー
ト
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
沓
水
節
夫
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
A

チ
ー
ム
・
B
チ
ー
ム
二
回
の
講
座
に
分
か
れ
て

挑
戦
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ
る
材
料
の
中
か

ら
A
チ
ー
ム
は
木
切
れ
を
多
く
使
用
し
、
B

チ
ー
ム
は
綿
を
多
く
使
用
し
て
作
品
を
完
成

し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
子
も
創

造
豊
か
に
材
料
を
生
か
し
て
思
い
思
い
の
作
品

を
完
成
し
ま
し
た
。 

グ
ル
ー
ガ
ン
と
い
う
用
具
を
使
っ
て
材
料
を

接
着
す
る
の
は
低
学
年
の
児
童
に
と
っ
て
は
扱

い
が
難
し
か
っ
た
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
の

指
導
も
あ
り
見 

事
な
ア
ー
ト
作 

品
が
出
来
上
が 

り
ま
し
た
。 

10/1２ 
 

去
る
10
月
12
日
後
期
第
一
回
目
の

子
ど
も
学
び
座
講
座
「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
陶
芸
ク
ラ
ブ
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
と
角
皿
に
自
分
の
好
き
な
シ
ー

ル
を
選
ん
で
貼
り
付
け
ま
し
た
。
ど
の

絵
柄
の
シ
ー
ル
を
選
ぶ
か
が
決
め
手
で

ど
の
子
も
た
く
さ
ん
あ
る
シ
ー
ル
の
中

か
ら
選
択
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
し

た
。
シ
ー
ル
を
水
に
つ
け
て
取
り
出
し
食

 

「歌声サロン」 

 

   

 

 

 

１１月 26日（火）  
10:００～ 

♪ 高月まちセン 

２階 研修室１ 

♪ カシオミュージック 

サークル認定講師 

♪ 参加費３00円 

♪ 歌詞集代 200円   

     

ロビー展のお知らせ 

長浜ユネスコ協会巡回展 

「私たちのまちのたからもの」 

11月 8日㈮～21日㈭ 
8:30～17:15 

ロ
ビ
ー
展 

「
野
村
芳
郎
・
厚
子 

二
人
展
」 

  

10
月
1
日
～
20
日
に
開
催
し

ま
し
た
油
絵
展
に
は
34
点
の
展

示
が
あ
り
ま
し
た
。
白
い
壁
に
映

え
る
圧
巻
の
迫
力
の
も
の
や
、
と

て
も
細
か
な
描
写
の
も
の
な
ど
あ

り
感
嘆
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
観
と
温
か

い
励
ま
し
や
、
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

⓫月は子ども・若者 

育成支援強調月間 

「たくましく 伸びよう 伸ばそう 

長浜の子」未来を担う子ども・若

者たちのために私たちにできる

ことをしましょう。 

 

【高月青少年育成会】 

豊かな自然や文化財、伝承行事や伝統文化受け継ぐ人々、古いま

ち並みなど、次世代に残し、伝えていきたい“たからもの”を SDGｓ

の視点からも受け止め、絵で表わし、多くの人々に伝えていこうと

いうものです。 

 
「作品の多さにびっくりしまし

た」とコメントがありました。 

器
に
貼
り
付
け
る
作

業
は
と
て
も
繊
細
で

息
を
こ
ら
し
て
静
か

に
そ
っ
と
貼
り
付
け

ま
し
た
。
焼
き
上
が

り
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。 

子ども学び座クラブ 

を
残
す
こ
と
の
大
切
さ
を

説
明
さ
れ
、
終
活
の
一
つ
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
検
討
さ
れ
た

い
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
の
後
、
参
加
者
か
ら

具
体
的
な
質
問
も
あ
り
、

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
い

知
り
ま
し
た
。 

 

  


